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『萬葉』詠歌の地・巨勢山と真土山
――知られざる初期萬葉の道――
丸
　　
山
　　
顯
　　
德
　（一）
　課題
『萬葉集』巻一の雑歌五四 ・五五 ・五六番歌は、巻一のこれまでの配列方針が変更された最初の歌群である。 『萬葉集美夫君志
（1
（
』
の注によれば、巻一の配列は、巻頭から五三番歌までは天皇の御代順であるが、五四番歌からは年代順になってい と記している。この配列方針が変更された最初の一群が、この「巨
こせ
勢山
やま
と真
ま
土つちやま
山」の歌である。しかも、太上天皇（持統）一行の紀伊行幸の
途中の儀礼歌である。ということは、この三首は『萬葉集』巻一において、それなり 重要な位置をもっている歌で ないかと推測される。
この三首の歌が詠われた事情は『続日本紀』大宝元（七〇一
年の条に詳しく記されており、紀伊の牟
むろ
婁の温泉に行くことが最
終目的である。その経緯はこ ま 注釈書が詳しく指摘しており反復は省略す が、この行幸の途次に詠われ、採録された歌は、巻一の他、巻九の一六六七～七九番に十三首採用されている。と
ころが、どういう訳か、この大宝元年の行幸の時の「巨勢山と真土山」の三首だけは、特に巻一 五四～五六番に抽出され、収録されている である。
巨勢山と真土山の二か所は距離的に離れた場所である。巨勢山
は大和の国の高市郡と南葛城郡の郡堺 真土山は大和国と紀伊国の国境に位置している。この巨勢山と真土山だけが、この行幸の時の歌群から抽出されて巻一に掲載されたの は、何らかの理由がある。古代の行幸は宗教的な儀礼であり、境 歌が採用されるのは、行幸における祭祀とし の性格が考えられるからである。
大和から紀伊へ行く旅の途中には、大和 宇智など、萬葉集巻
一の三～四番の歌でよく知 れた宇智の大野の狩りの場所があり広大な狩場の風景が見られる。その歌の場ではなく 狭い境界この二カ所が詠歌の地として選ばれた 、古代の都人が説明しなくても分かる理由があったはずであ 。
詠歌・詠唱の場所に、古代人が境界を設定するのはしばしばみ
られる。よく知られた伝承では、 倭健命が足柄峠で 「我が妻よ （ア
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ズマハヤ） 」と叫んだと言う例で、ここが東国への入口だからである。これは地名由来伝承になっている。人麻呂は瀬戸内海の船旅の途次、 「明石の大門」で海神に向かって妻を偲ぶ歌を捧げている。このような事柄に準じて境界における古代人の歌の発想と信仰を復元して、巨勢山と真土山を詠う古代人の歌心に迫る試みが本論の趣旨で
本論の副タイトルに「知られざる初期萬葉の道」と命名したの
は、これまでの萬葉集 注釈書には、この巨勢と真土の道について、それほど詳しく説明され いないからで、読者の便宜を考え、この時代の道路を説明しながら、歌の問題に辿り着きたいと考えた次第である。
（二）
　巨勢山に至る道
大和国の藤原京から紀伊へ行くコースは、大きく二か所ある。
第一は、藤岡謙二郎
（2
（
が、指摘した斜向道路、つまり、奈良盆地の
西南部の平地地帯にある道で、藤原京から、現在の橿原市観音寺御所市茅
ち
原はら
から御所市蛇
さら
穴き
を通る斜めの道である。記紀で雄略天
皇が葛城（今の金剛山）の一言主神に逢い 遊猟をした時に往復したとされる道である。この道は、大和高田市から南下する下
しも
街かいどう
道と合流し、御所市の風の森峠を越え、さ に荒坂峠を越えて
宇智の大野にいたる道で
第二は、藤岡謙二郎が、巨勢・宇智の斜向道路とした道で、萬
葉集にみられる巨勢路である。藤岡の解説では、高市郡明日香村の欽明天皇陵畔より、越
おち
智岡丘陵の谷間の鞍部を斜めに西南に向
かう道。 日香村佐田 ・ 高取町森 ・ 市尾を通り、御所市古瀬に至って重
へいさか
阪峠を越え宇智に入る道。ただ古
こせ
瀬から今の曽我川 （重坂川）
を遡る道を、藤岡は自然的山間道路と述べている。
（三）
　巨勢山
この巨勢の歌が詠まれたところは、高
たかとり
取から旧南葛城郡の葛
くず
、
さらに戸
とう
毛げ
を通過し、巨勢山の山並が続く入り口あたり、現在の
巨勢山口神社の登り口辺りに想定できる。この古瀬集落の入り口の山の中腹に現在、巨勢山口神社がある。この神社が、もとから現在地にあったかどうかの判断は難しい。現在の巨勢山口神社は旧南葛城郡葛村古瀬（ のＪＲ・近鉄吉野口駅 西側の北部）の山の中腹にある。ところが伴信友の『神名帳考証』には、巨勢村の西にあって高市郡との境 あると述べているから、江戸時代は郡の境界線上、つまり現在地よりは もう少し北東、つまり曽我川の東側にあったということになる。 『式内社調査報告』 第二巻、大和国（Ａ） （式内社研究会編纂、 昭和五四年、 皇学館大学出版部）によれば、 『大和國五郡神社神名帳註解』に「巨勢山在
下
高市郡
與
二葛城郡
一中
上。腋上朝妻東。則巨勢山口神社」 という記事があり、
現在と同様、葛上郡に属していると述べてい 現在の神社がある山の中腹とは それほど距離的には隔たりは無い。
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いずれにしろ、この神社は、高市郡船倉村あるいは、高市郡越
智岡村との境界線上あったと考えられる。この辺りは、地盤が軟らかいようで、現在の巨勢山口神社の下には砂防ダムがあり、山崩れの起こり易い山であるから、この神社は、時々移動した可能性がある。いずれにしろ、歌が詠まれたと推測される聖地は、藤原の都の った高市郡から南葛城郡への道の境界線上にあった神社である。この辺りが歌を神に捧げる場所として設定さ たと考えられる。この境界線と うところが重要で る。
現在の古瀬は、集落の中を曽我川が流れている。集落の中心部
を南南西から北北東に向か て流れているが 古瀬あたりから両方の山が少しずつ迫ってくる。しかし、まだまだこの辺りは広く、田圃があり耕作面積は広い。こ から奥の重阪峠 向けて、徐々に森林が多くなり、山幅が狭くなってくる。現在の巨勢山口神社は西側の山の中腹にあるが、ここから南の方に巨勢山が連なっている。奈良時代 古瀬 は、どれだけ人家 密集して たかは不明であ が、ここには巨勢寺があったし、所在は不明であるが巨勢山坐石椋孫神社（ 『特選神名牒』参照）もあ たようである。これらの歴史史料から巨勢氏の 力を想定でき が、それなりの生産力の基盤があったようである。
ここに詠われた行幸の儀礼歌を次に掲げる。有名な歌である。　
 巻一
　
五四
　
巨勢山のつらつら椿
　
つらつらに
　
見つつ偲は
な
　
巨勢の春野を
　
或る本の歌
　
巻一
　
五六
　
川の辺のつらつら椿
　
つらつらに
　
見れども飽
かず
　
巨勢の春野は
この歌に詠み込まれたのは「椿」である。古代にあっては、稲
作農業は基本であるが、それに加えて、ここに取り上げられた椿は、重要な産品である。槇佐知子が『大同類聚方』の「椿」の項目に詳しく解説している
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。椿の葉は灰にして紫色の染料にした。
また、不老長寿の薬にされていたと述べている。その他、後世においても一般的に知られていることであるが、祭祀にも明かりとして椿の絞油が使われているし、調髪にも使わ ている。この巨勢山の椿が、つらつら連なっていると表現されているのは、巨勢山に椿が連なって群生しているからだと想定できる。古老 よると今も椿は、この山に咲いているそうである。古代には、椿の群生地は、日本の各地にあっ はずであるが、巨勢は、その一つである。
椿でよく知られた歌に、萬葉集巻二〇の四四八一番には「あし
ひきの
　
八峯の椿
　
つらつらに
　
見とも飽かめや
　
植ゑてける
君」とあるが、この椿の咲いている四四八一番の歌の八峯の山も文字通り連な 山で、そこに椿が咲 ているということである。椿は、一本だけ、あるいは数本植える ではなく、大量に群咲いているのが特徴で 。夏に 椿の玉 ような実がなって
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いる。大和の磯城郡の三輪山の裏山は脇本まで連なるが、途中の南側の金屋あたりの山は、現在、椿山と呼ばれている。さらに東の慈
じ
恩おん
寺じ
まで行くと、大
おおみわ
神神社の摂社・玉
たまつら
列神社があり、この神
社の参道の両側に椿の木が植えられている。この椿は山の中腹の社殿に至っており、ここでは椿は神木である。この神社 、ある時期に三輪山の摂社となり、玉椿大明 ともよばれていた
（4
（
。
この神社の主祭神は玉列王子神であるが、その命名の起源は明
らかではない。それにしても、この神社 、椿を神木とする神社であること、そこに「列」という表記を持っているのは気にかかる命名である。因み 南紀 熊野 椿も神木 ある。こ 玉列神社の本社は三輪明神であるが、大和の国中から見える円錐形 美しい三輪山は、
み
諸もろやま
山としても知られている。この山の歌に、椿
の歌がある。
　
 巻一三
　
三二二二
　
三み
諸もろ
は
　
人の守
も
る山
　
本辺は
　
馬酔木花
咲き
　
末辺は
　
椿花咲く
　
うらぐはし
　
山ぞ
　
泣く子守
も
る山
さて、巨勢山の椿の歌は、郡堺において、紀伊への行幸の始ま
りに、旅の安全祈願の儀礼の歌として歌われたものと思われる。椿を産出し、管理する巨勢山 神に捧げた歌 はないか。因み 、巨勢山口神社は 『延喜式』の式内の大 で格式が高 く 月次、新嘗に奉幣される神である。
（四）
　真土山にいたる道
巨勢から山中を歩き、重
へいさか
阪峠を越えると、宇智郡に入る。また、
下しも
街かいどう
道から風の森峠を越えると宇智郡である。この辺りで、下街
道と巨勢路が合流する。ここからは自然道である。山の中の道を通って古道の荒坂峠（現在、ゴルフ場がある）を越えると、宇智の大野の広い風景が見えてくる。荒坂峠を越え、山麓にそって宇智の野を歩くと、荒木神社（浮田の森）に至る。神社から真っ直ぐ南に歩くと、式内社宇智 五條市今井）がある。
この神社は、珍しく北向きの神社である。吉野川は、宇智郡で
も大きく蛇行しているが、この宇智神社は、洪水を避けるために吉野川の河岸段丘 すぐ上に作られた であり、現在は安生寺との神宮寺となっている。吉 川を背にしているが、参拝者 神社の本殿を北から南に向かって参拝する形である。本殿の南側は吉野川である。本来の御神体は蛇行する吉野川の可能性が る。この神社の上流には藤原武智麻呂の墓と、同氏創建 国宝八角堂の栄山寺があり、名所旧跡 地である。この吉野川の南方には広大な大野が広 る。こ 南の大野（野
の
原はら
や丹
たんばら
原の地名がある）に
は、御霊神社、それに井上内親王の陵がある。
ところで、昔の宇智の大野の北部の写真を見ると、家屋は宇智
の北部の山麓に集中し、 までは田圃が広がっている
（（
（
。人家
は見られない。おそらく紀伊への街道は、この吉野川の北側 河岸段丘の上の方の 洪水 影響 ない安定したところに本街道が
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あったと考えるべきであろう。そこに人々が住み、南海道が走っていたと思われる。
萬葉集巻一の宇智の大野の狩の歌は殊に有名である。萬葉集巻
一の三～四番歌の狩りの歌は荒木神社、あるいは浮田の森
（（
（
から宇
智神社、さらに南の大野で歌った歌と考えられ 。この宇智の大野を西の方に向かう道が紀伊への南海道 るが、この道は確定しがたい。この道を西に進んでいくと、萬葉集に詠われる真土山の峠がある。この真土山は、低い山であ が山並みが続き、公道の峠道を特定する とは難しい。それは大和と紀伊の国境の山であり、この山は、幾層にも重なっており、しかも、北方 金剛山に続いている。現在の真土峠あたりを狭く古代の真土山の 特定するのは難しい そこで、あとに紹介する地名学者の池田末則の論文に拠ることにする。
（五）真土山
萬葉集には、真土が九首詠われ、後世、歌枕の地となっている。
萬葉集に詠まれた真土山は、萬葉集の巻一の五五番に
　
あさもよし紀人羨
とも
しも
　
真土山行き来と見らむ紀人羨
とも
しも
と歌われ、真土からみる紀の国は美しく人は羨ましいと う歌である。
真土山の大和国側は坂
さかい
合部
べ
であり、西側が紀伊国隅
すだ
田である。
池田末則は、平安時代、真如法親王が高野山に至る途中、真土峠の河送院に宿泊したとことを紹介している。池田末則は、真土峠はどこかについて次のように述べている。かなり苦労した跡の見られる学説である
（（
（
。
『延喜式』 （神祇三、臨時祭）には、 「畿内の堺十処に疫神を祭る」 と言う記事がある。 『延喜式』 宇智神社の別名は 「国生大明神」と称し、待乳山に疫神が鎮座し いると（ 『神名帳考証』 『宇智郡誌』 ）考えている。紀伊と大和の国境の奈良県側の木之原・畑田村は、中世は、紀伊国の隅田庄であった（ 『高野山文書』 ・ 「葛原家文書」 ） 指摘し 近世以来は、 只 （紀伊）と田殿（大和） 、 奥深（紀伊）と大深（大和）というように用字によって紀和の所在を区別（紀伊では待乳、大和 は真土）していると指摘する。 「慶長郷帳」に 前者は田戸野村、後者は峯奥村と記し、 いずれも紀伊国に属していたという（ 『紀伊続風土記』 ） 。結局、木（紀か）之原・畑田も紀伊領であった。真土の山並みを北方へのぼっていくと、金剛山の南面に至るが、
『神社覈録』及び『葛城雑記』 『諸寺縁起集（護国寺本） 』にみえる神福寺山大澤寺という寺がある。この寺は、金剛山の南面 千早・五條の峠の中間にある寺で、池 によればこの山の頂上にある神福寺から山の背伝い 真土山までの線上に国境が存在した述べている。たまたま農作業中の和歌山県側の真土のある老人に話を伺った。この老人によると、今は、川 境であるが、昔は
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山の尾根が国境であったと言う。つまり現在の県境の落合川の東側の真土山の尾根が紀和の国境であったという説である。このご老人の真土山とは、現在の奈良県側の真土山が、元々の真土山であったという見解である。
この真土山の紀の川（吉野川）あたりが萬葉集にみえる隅
すみ
田だ
の
川原である。この川原で宿った万葉人が詠んだ歌が残って る。
　
 巻三
　
二九八
　　
真土山夕越え行きて
　
盧いほ
前さき
の隅
すみ
田だ
河がわら
原に
　
一人かも寝む
これは吉野川の川原で山辺赤人が宿をとり、真っ暗な夜の歌を
歌っているのと同じである。川原で一夜を過ごす人は少なくなかったようである。山中よりは川 の方が宿にし易かったようである。
ところで、現在の真土山を通過する道は、国道二四号線である。
さらに近年、高速道路ができ、真土山の下をトンネルが通っている。明治の初めごろまでは、ここは交通の不便なところであった。明治三〇年に、現在の奈良県五條市と和歌山県橋本市の間にある真土山の南岸に国鉄が走るようになり、さらに真土の山の真ん中を国道が通るよう なって、大和と紀伊の往来が便利になった。萬葉集の中に、真土山を馬で越えたという歌がある。馬 越えるなら、落合川の巨岩を越える は難しい。馬 そんな滑り易い山中の道を走ることは不可能である。馬ならもう少し歩 やすい
自然道を通るはずである。
　
巻七
　
一一九二
　　
白たへににほふ
　
真土の山川にわが馬な
づむ
　
家恋ふらしも
真土山は、孤山ではなく、今の真土から北に山が続いているか
ら、北の方の山間の道の方が安定した道と思われる。真土峠を越える道は一本だけではなく、山の自然道が複数あったと想定される。ただし、萬葉研究に こういう詳細な 路考証は必ずしも必要ではなさそうである。古代人 詠歌の場所と ての真土山は、大和国から紀伊国への入り口、国境の山であったという事が重要であったと思われ 。萬葉集では 人麻呂 瀬戸内海の羈旅歌八首の詠歌でも知られるように、境界線上で妻を偲ぶ歌を詠うの 、境界で危険を避ける旅の鎮魂であったから ある。
萬葉集では、先に掲げたように真土山は、素晴らしい山で、大
和からきたものにと ては、ここは美 くうらやまし景勝の地だと詠んでいるが、これはかなり大き 御世辞である。この国堺神への敬意 あ と考えるのが古代人 信仰 る。
真土のどのあたりに人が住んでいたかは全く不明であるが、記
録としては、今の真土山の東側、つまり奈良県側の上
こうずけ
野に、古代
人が住んでいたことは知 れている。これは『日本霊異記』中巻に登場する地名で、紀伊国伊
いと
都郡の狭
さや
屋寺との人的交流が語られ
ていることから推測 きる。ところが、こ 上野は、現地人に聞
― （ ―
くと、冬には霧が発生しやすいところである。私の畏友・山男の軽澤照文氏に聞くと、吉野川（紀の川）が東から西に向かって流れる。そこには、西から温かい紀伊の風が吹いてくる。冷たい川の上に、温かい風が吹く。そこに濃霧が発生するのだそうで、真土山 間 ある畑
はた
田だ
の老人に聞くと畑田よりも上野の方が霧が濃
いという話である。古事記上巻には霧の神話がある。霧の神（天之狭霧の神、国之狭霧の神）が発生し、続いて闇の神（天之闇戸の神、国之闇戸 神）が発生する。さらに災いの神（大戸或
まとひこ
子の
神、大戸或
まとひ
女め
の神） ）が起こる。この真土には、このような霧の
魔的な古代の神々が発生する自然条件がある。
先に紹介したように、大和国の荒坂峠から宇智に入ると広野で
ある。吉野川の河岸段丘の北側 上手の方 道を西 向かって進むと、真土山を通過する。さらに西に進むと 畿内の南西の果、妹いもやま
山背
せ
山やま
に至る。
　
池田は、この真土とは質の優れた土を産出するところ 命名
されたものと述べている。そ 是非は、そちらの専門家に検討して戴くしかな が。ともあれ、 真土山 大和と紀伊の国境であった。ここが池田流に言えば疫神祭祀、あるいは拙論流なら霧 魔神がうごめくところであり、この危険な国境を守護する神が管理するところであったと推測できる。この風景を美しく詠じ、妻を詠い、神を鎮魂したのが、真土山の歌ではあるまいか。
 
（六）
　結論
以上「巨勢山と真土山」の二か所は、境界の神を祭るところと
推測できるが、巨勢は椿の聖地、真土は国堺の神を祭るところである。
巨勢山と真土山が詠まれている歌は、台詞に「大宝元年秋九月、
太上天皇が紀伊行幸の時に詠じた歌」とある。五四番と五六番の歌は「巨勢山」 、五五番の歌は「真土山」で この太上天皇の行幸の中で地名を詠む歌として 、巨勢 と真土山は、距離的に離れている。途中、幾らも の詠ずる景勝の地はある。現在五條市の宇智の大野なども歌枕の地である。ところが、紀伊への旅の道順としては、離れている巨勢山と真土山とが行幸歌 して抽出され特定され いるのは、何故か。私の課題の発端はここにあった。ここは後世『典拠検索名歌辞典
（（
（
』の中に引用された歌枕
になる山である。私の個人的な印象 は この二つ 山は 同時代の歌人が特に優れた景色 見えるところとして歌った山で ないと考える。我々が美形と感じる、富士山や三輪山のような円錐形の美しい山ではない。巨勢山は道がだんだん狭くなる入り口、真土山は国境線の連なる山である。古代 が詠じた理由は、現代的な美意識とは異なるようである。萬葉時 に意識された詠歌の聖地が、後世、歌枕と 詠歌意識とは必ずしも同じとは思われない。 「真土」は「人を待つ地」と解釈 。つまりデートの場所である。詳しく 『典拠検索名歌辞典』に委ねたい。
― （ ―
古代人の美意識は、山の風景への純化された美意識というより
は、山へ神が降りる場所だという仮説である。これがひとつの解決方法ではないかと思われる。萬葉集編纂 重要な位置にあるとされている太上天皇（持統）の行幸歌を、ここにおいたのは理由のないことではない。注（１）
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